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研究成果の概要（和文）：リスク行動は個人の意志とは無関係に非意識的に生じる。本研究計画により、リスクを誘発
する環境が非意図的なリスク行動を生じさせることや、習慣的な行動は行動コントロールの環境への委譲によって生じ
ることが指摘された。さらに、不健康な食品消費行動や節電行動を対象にしたフィールド実験では、ゴール・プライミ
ングを用いたアプローチがリスク行動を誘発する環境の影響を抑制する方法として有効的であることを明らかにしてい
る。

研究成果の概要（英文）：Risk behaviors were induced unconsciously, regardless of conscious intention. The 
research project showed that risk-conducive environment leads to unintentional risk behaviors and habitual
 behaviors result from the delegation of action control to behavioral context. Moreover, the field experim
ents of unhealthy eating behavior and energy saving behavior demonstrated that the introduction of goal pr
iming approach can reduce the influence of risk-conducive environment.  
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
肥満の原因となる高カロリー食品を消費

する健康リスク行動や、環境配慮を欠いたエ
ネルギーの浪費といった環境リスク行動の
変容は喫緊の課題である。高度に市場化され
た社会では、必要以上に食べることや電気を
消費することが促進されやすい誘惑的な場
面が多いように、個人が意図しないリスク行
動が引き出されるさまざまな環境の影響を
強く受けている。しかしながら、Ajzen(1991)
の計画的行動理論をはじめとする既存の社
会心理学の態度―行動理論の枠組では、個人
の意識的な意志に基づく意図的行動を前提
としているため、個人が意識していない非意
図的な行動は対象にされていない。行動が外
的刺激によって非意識的に生じることは自
動動機の研究(Bargh et al., 1996)によっても指
摘されているように、意図的行動を前提とす
る態度―行動理論の行動予測の枠組には限
界が存在していると考えられる。そのため、
従来の態度―行動理論の枠組だけでは、個人
を取り巻く環境によって非意図的に生じる
リスク行動を変容させるアプローチを構築
することが困難である。このような意志とは
無関係にリスク行動を生じさせる環境の影
響について解明し、個人の態度や意志といっ
た内的要因ではなく環境という行動を誘発
する外的要因に対してアプローチする新た
な理論的枠組が求められている。 

 
２．研究の目的 
(1) 日常の生活環境が健康や環境リスク行動
を誘発するプライミング刺激として作用す
ることを解明する理論的アプローチ 
 個人を取り巻く環境が非意図的にリスク
行動を誘発する影響プロセスを解明するた
め の 研 究 を 行 う こ と を 目 的 と し た 。
Ajzen(1991)の計画的行動理論をはじめとす
る従来型の理論的枠組みでは、意識的な意志
に基づく意図的な行動を前提にしていたた
め、意志に基づかない反応的な行動のプロセ
スの影響については十分に検討されてこな
かった。そこで本研究では、意図的動機と反
応的動機の 2 重動機モデルの枠組(Ohtomo & 
Hirose, 2007)に基づき、個人を取り巻く環境
に誘発されてリスク行動が生じるプロセス
について検討を加える。健康リスク行動とし
て高カロリーなお菓子の行動、環境リスク行
動として電気の消費行動を対象に、日常の行
動習慣がどのような影響プロセスを経て行
動に至るのかを、動機から行動を予測する因
果モデルを仮定した縦断的調査によって明
らかにする。 
 
(2) 健康リスク行動の変容に向けたフィール
ド研究 
 習慣の影響プロセスの研究成果に基づき、
習慣よって非意図的に生じる健康リスク行
動の影響を抑制するためのフィールド実験
を行うことを目的とした。具体的には、行動

が習慣化することによって、行動コントロー
ルが内的な心理要因から外的な環境へ委譲
されるため、個人の意志を介在せずに自動的
に行動が生じるようになる。このような習慣
の影響を意識的な意志によってコントロー
ルすることが困難である。近年、個人の意志
によるコントロールが難しい行動に対して、
潜在的な反応を生起させるゴール・プライミ
ングを用いた非意識的な行動変容が検討さ
れている(Papies & Hamstra, 2010)。そこで、本
研究では、不健康なお菓子の消費行動を対象
に、ダイエットを連想させるようなダイエッ
ト・プライミング刺激を環境に導入すること
で、習慣の非意識的な影響を抑制し、潜在的
に行動変容に導くフィールド実験を実施す
る。まず、ダイエット・プライミングの効果
を生じさせる刺激選定する実験室実験を行
った。その次に、ダイエット・プライミング
の効果をもつ刺激を導入することにより、日
常場面のお菓子の消費習慣の影響を潜在的
に抑制するフィールド実験を実施した。 
 
(3) 環境リスク行動の変容に向けたフィール
ド研究 
 環境配慮の意識があってもその通りに行
動することが困難である。これまでの研究に
より、個人を取り巻く環境によって、非意識
的に行動が生じることが指摘されている。ま
た、そのような非意識的な行動に対して、ゴ
ール・プライミングよって潜在的に反応を生
起させることで行動変容に導くことができ
ると示唆された。そこで、電気の消費(浪費)
行動を対象に、ゴール・プライミングの研究
を応用し、節電行動を刺激に提示するプロン
プト型のゴール・プライミング刺激を導入す
ることで、電気の消費を抑制するプライミン
グとして作用して非意図的な動機的プロセ
スを抑制するフィールド実験を行う。さらに、
これまでの環境リスク行動の理論的枠組を
分析場面に応用し、レジ袋の利用抑制のため
のプロンプト刺激導入のフィールド実験や、
買い溜め・買い控え行動における文脈的環境
の変化が動機的プロセスに及ぼす影響の縦
断的調査について検討することで、プライミ
ングや環境の影響が人々の行動を変容する
上で重要であることを実証的な観点から検
証を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 日常の生活環境が健康や環境リスク行動
を誘発するプライミング刺激として作用す
ることを解明する理論的アプローチ 
①2 重動機モデルによる環境の影響プロセ

スを変数の妥当性を検討するため、予備調査
として電気の消費行動を対象にした縦断的
調査を実施した。大学生 n=207 名を対象に、
態度、記述的規範、命令的規範、実行可能性
評価と、意図的動機である行動意図、反応的
動機である行動受容の動機的要因、さらに習
慣として過去行動を変数の測定を行った。そ



の 2 週間後に調査期間の電気の消費行動の測
定を行った。 
  ②予備調査の目的に基づき、お菓子の消費
行動を対象に縦断的調査を実施した。大学生
286 名を対象に、環境の影響についてより詳
細な心理プロセスを検討する研究を行うた
め、習慣は Verplanken & Orbell (2007)の SRHI
尺度、実行可能性評価として内的コントロー
ルと外的コントロール、行動意図、行動受容
を測定した。その 2 週間後に、お菓子の消費
行動として FFQ 尺度とリッカートスケール
による行動の測定を行った。 
③これまでの 2 重プロセスの変数の妥当性

と電気の消費行動の包括的なプロセスを検
討する研究を行うため、一般の人々を対象に
したインターネットによる縦断的調査を実
施した。調査会社の登録モニターのうち、397
名(平均年齢=50.07(SD=12.94)歳、女性 49％)
が参加した。調査では、態度、記述的規範、
命令的規範、実行可能性評価と、行動意図お
よび行動受容が測定された。その 1 ヶ月後に
調査期間の電気の消費行動の測定を行った。 
 
(2) 健康リスク行動の変容に向けたフィール
ド研究 
①ダイエット・プライミングの効果の刺激

を選定する実験室実験では、女子大学生を対
象に、ポスター画像によるダイエットのプラ
イミングが行われる実験群(n=43)と無関係な
ポスター画像が提示させる統制群(n=41)に無
作為に配置する一要因 2 水準の実験参加者間
計画で実施された。実験手続については、実
験参加者は消費者行動の意識調査という名
目で実験に参加し、実験とは無関係な消費者
意識に関する質問に答えた後、広告ポスター
の画像の評価と称してプライム刺激となる 3
つの画像が一枚ずつ提示され、その都度画像
の印象について SD 尺度で評価(e.g. 魅力のあ
るー魅力のない)するよう求められた。画像は、
実験群は女性のモデルの画像が提示され、統
制群は動物の画像が提示された。画像評価の
終了後に、実験の「お礼としてお菓を好きな
だけ取って下さい」と教示され、お菓子を取
る。次に、追加の質問としてお菓子の消費行
動に関する習慣尺度 SRHI(Verplanken & 
Orbell, 2003)への回答が求められ、本来の実験
目的を説明するデブリーフィングが行われ
た。 
  ②ダイエット・プライミングのフィールド
実験では、女子大学生を対象に、画像刺激に
よるダイエットのプライミングが行われる
実験群(n=67)と統制群(n=72)に無作為に配置
する一要因 2 水準の実験参加者間計画でフィ
ールド実験が実施された。実験は測定変数及
び実験操作の刺激が含まれた質問紙冊子を
用いて「お菓子の関わり方の調査」という名
目で行われた。質問冊子は測定変数、実験操
作の順で構成されている。実験操作は、ダイ
エットの目標を喚起させる痩身の女性モデ
ルの画像が提示される実験群と、ダイエット

とは無関係な動物の画像が提示される統制
群があり、画像の印象について SD 尺度で評
価することで操作された。その実験操作の 2
週間後に従属変数となるお菓子の消費頻度
が FFQ 尺度により測定された。実験終了後に
デブリーフィングが行われた。 
 
(3) 環境リスク行動の変容に向けたフィール
ド研究 
①節電行動を対象にしたプロンプト型の

ゴール・プライミングのフィールド実験では、
女子大学生を対象に、プロンプト刺激が導入
させる実験群(n=70)と、無関係な刺激が導入
させる統制群(n=71)に無作為に配置する一要
因 2 水準の実験参加者間計画でフィールド実
験が実施された。実験は測定変数及び実験操
作の刺激が含まれた質問紙冊子を用いて「節
電についての意識調査」という名目で行われ
た。質問冊子は測定変数、実験操作の順で構
成されている。実験操作は、節電のプロンプ
トとなるスイッチと、地球と人の絵が描かれ
たポスターが導入される群と、地球のみが描
かれたポスターが導入される統制群があり、
ポスターへの絵の記入と印象についての SD
尺度で評価することで操作された。その実験
操作の 2 週間後に、実験期間の節電行動の実
施度について測定された。実験終了後にデブ
リーフィングが行われた。 
②環境リスク行動の理論的枠組の応用分

析的アプローチ まず、レジ袋の利用抑制た
めのプロンプト導入のフィールド実験では、
スーパーマーケットでのレジ袋の利用を抑
制するため、会計レジにおいて「レジ袋をお
使いになりますか?」と尋ねる声掛けプロンプ
トを導入した。フィールド実験では、プロン
プト導入前後の一週間の行動の変化につい
て、スーパーの利用者に 2 重動機モデルの変
数から構成される質問紙調査により測定さ
れた。次に、東日本大震災により生じた買い
溜めおよび買い控え行動が、時間経過による
事態の状況変化によってどのように変容し
ていったのかを検討するため、東京都在住の
住民 n=837 を対象に、2011 年の 4 月、6 月、
11月の 3時点で測定された縦断的調査データ
を 2 重動機モデルの枠組から検討を加えた。 
 
４．研究成果 
(1) 日常の生活環境が健康や環境リスク行動
を誘発するプライミング刺激として作用す
ることを解明する理論的アプローチ 
①電気の消費行動を対象に行動の文脈と

なる環境の影響プロセスの妥当性を検討す
るための予備調査の結果、状況反応的な動機
的プロセスの影響が強いことが示唆された。
具体的には、電気の消費行動を主に規定して
いたのは、行動受容と過去行動であった。ま
た、行動意図からの影響はみられなかった。
さらに、行動受容は主に実行可能性評価と過
去行動に規定されていた。すなわち、電気の
消費行動は、意識的な意志に基づくのではな



く、それまでの行動を繰り返していた状況の
影響により非意識的に行動が取られる側面
が強いことが示唆された。また、その影響は
行動コントロールが低下することによって
生じることが指摘された。よって、日常のリ
スク行動を検討するうえで、行動を誘発する
環境要因の影響を仮定している 2 重動機モデ
ルの妥当性が確認された。 

②予備調査の結果に基づき行われた不健
康なお菓子の消費行動を対象にした縦断調
査では、習慣化による環境の影響プロセスの
変化に焦点を当てて検討が行われた。その結
果、習慣化によって、習慣そのものが行動を
誘発するのではなく、行動コントロールの内
的なコントロールから外的コントロールへ
の委譲によって生じることを明らかにした
(図 1)。具体的には、習慣は自分の力でお菓子

を我慢するといった内的コントロールを弱
め、お菓子を簡単に手に入れることができる
といった外的コントロールを強めていた。さ
らに、行動コントロールが内的から外的なも
のへ委譲されたことにより、状況反応的な動
機である行動受容の影響が間接的に強化さ
れていた。また、習慣から行動受容への直接
的な影響も確認されたことからも、個人の行
動コントロールの環境委譲を通じたプロセ
スと行動受容そのものを促進することで、反
応的なルートによる自動的な行動を生じさ
せることが示唆されている。このような影響
プロセスは、従来型の習慣を行動意図に代わ
る単なる自動的動機の一種として位置付け
ていた先行研究の枠組みと異なり(Danner et 
al., 2007)、習慣が環境への影響を行動コント
ロールの委譲と動機的プロセスの変化によ
って生じる詳細なプロセスを新たに解明し
た研究として Appetite 誌(Ohtomo, 2013)に掲
載された。 
③環境の影響を包括的に検討するため、電

気の消費行動を対象に一般の人々に行った
縦断的調査では、習慣と 2 重動機モデルの全
ての変数を用いて検討が行われた。その結果、
電気の消費行動を規定していたのは、行動受
容と行動意図であった(図 2)。また、態度は主
に行動意図を規定し、記述的規範や命令的規
範といった規範要因はほとんど影響を及ぼ
していなかった。また、習慣は節電行動に直

接的な影響を及ぼさず、行動受容を介して節
電行動に影響を及ぼしていた。つまり、節電
を大切だと思う意識は行動意図を介して影
響を及ぼすのに対し、日常の電気の使用習慣
は、状況反応的な行動受容を介して節電行動
を抑制していた。したがって、さまざまな環
境要因において、規範要因は電気の消費行動
を規定する重要な要因にならないことが示
唆された。さらに、習慣は行動を直接規定す
る動機的要因ではなく、行動受容の反応的な
動機的プロセスを介して影響を及ぼすこと
が確認された。したがって、習慣の影響プロ
セスのこれまでの研究成果をさらに強化し
ただけなく、一連の研究によって日常のリス
ク行動が、環境によって誘発される心理プロ
セスの作用が強いことが指摘された。 
 
 (2) 健康リスク行動の変容に向けたフィー
ルド研究 
①ダイエット・プライミングの効果の刺激

を選定する実験室実験では、お菓子を取った
数を従属変数に、実験条件(実験群 vs.統制群)
および習慣尺度得点を独立変数とする一般
線型モデルによる分析を行った。その結果、
実験条件の主効果、習慣の主効果、実験条件
×習慣の交互作用が有意であった。実験条件
ごとに単純傾斜の分析を行ったところ、実験
群では習慣の影響がみられなかったのに対
し、統制群では習慣の影響がみられた。すな
わち、お菓子を食べる習慣が強い人ほど、お
菓子を消費しようとする行動が増加するが、
その効果はポスター画像によるダイエッ
ト・プライミングによって抑制されることが
示唆された。この研究成果は、2013 年の日本
社会心理学会 54 回大会において発表された。 
②ダイエット・プライミングのフィールド

実験では、お菓子の消費頻度を従属変数、実
験条件(実験群 vs. 統制群)およびお菓子の消
費習慣およびダイエット意図を独立変数と
する一般線型モデルによる分析を行った。そ
の結果、予備実験と同様に、実験条件の主効
果、習慣の主効果、実験条件×習慣の交互作
用が確認された。また、ダイエット意図の主
効果および実験条件×ダイエット意図の交
互作用はみられなかった。実験条件×習慣に
ついて、単純傾斜の分析を行った(図 3)。その
結果、実験群では習慣の影響がみられなかっ

図 1 習慣化による行動コントロール委譲のプロセス 

図 2 節電行動の縦断的調査の結果 



たのに対し、統制群では習慣の影響が確認さ
れた。したがって、ダイエットの意図とは無
関係に、お菓子を食べる習慣が強い人ほど、
お菓子を食べる頻度が多くなるが、ダイエッ
ト・プライミングによってこの習慣の影響が
抑制されることが示唆された。 
 したがって、予備実験とフィールド実験を
通じて、意識的な意図による行動コントロー
ルが困難な習慣的行動に対して、ダイエッ
ト・プライミングといった潜在的なプロセス
への介入により行動変容に導けることが明
らかにされた。ダイエット・プライミングに
よる外的な環境刺激を用いる環境デザイン
型のアプローチが、日常場面で非意識的に取
られる健康リスク行動の変容に有効である
ということが、実証的にも生態的にもその妥
当性を示唆するものである。 
 
(3) 環境リスク行動の変容に向けたフィール
ド研究 
①節電行動を対象にしたプロンプト型の

ゴール・プライミングのフィールド実験では、
行動意図や行動受容といった動機的要因の
影響を受けてどれくらい節電行動が生じた
のかといった予測モデルの側面と、介入実験
によってその影響力がどのように変容した
のかのモデルの変化の側面を検討するため、
一般線型モデルによる分析を行った。分析で
は、実験後の節電行動を従属変数、ゴール・
プライミングを非連続変数の独立変数、操作
前の行動意図および行動受容を連続変数の
独立変数として分析を行った(図 4)。その結果、
行動意図と、行動受容が節電行動を規定して
いた。つまり、行動意図は節電行動を促進し、
行動受容は節電行動を抑制していた。さらに、
行動受容×ゴール・プライミングの交互作用
が確認された。行動受容の節電行動に対する
ゴール・プライミングの条件における単純傾

斜の分析の結果、実験群の行動受容の効果は
B=-.70(p<.001)であったのに対して、統制群の
行動受容の効果は B=-.35(p<.001)であった。
つまり、実験群の参加者の方が統制群に比べ
て行動受容の影響を受けやすいことが示唆
された。したがって、プロンプト型のゴー
ル・プライミングよって、意識的な動機であ
る行動意図の影響は変化せずに、反応的な動
機である行動受容の影響が変化した。潜在的
なレベルで行動変容に導くアプローチとし
て。ゴール・プライミングが有効的な手段で
あることが示唆された。この研究成果は、the 
10th Biennial Conference on Environmental 
Psychology において口頭発表された。 
②環境リスク行動の理論的枠組の応用分

析的アプローチでは、レジ袋の利用抑制ため
のプロンプト導入のフィールド実験では、声
掛けプロンプトによる介入よって、レジ袋の
利用行動が抑制されたことが示唆された。さ
らに、2 重動機モデルに枠組みに基づく分析
の結果、介入前後で動機的プロセスの影響が
変化していたことが確認された。具体的には、
介入前は意識的な動機である行動意図と行
動受容が同程度の影響を及ぼしていたのに
対して、介入後は行動意図の方が行動受容よ
りも影響力が強くなっていた。よって、行動
受容が抑制され行動意図が強化されたこと
によって、レジ袋の利用が抑制されていた。
この研究成果は、Resources, Conservation and 
Recycling 誌(Ohtomo & Ohnuma, 2014)に掲載
された。次に、震災後の買い溜めおよび買い
控え行動の行動における状況変化を検討し
た縦断的調査では、2 つの行動ともに震災直
後は意識的な動機である行動意図も行動受
容も影響を及ぼしたが、時間経過により行動
受容の影響がみられなかった(図 5)。一方、以
前に取った買い溜めおよび買い控え行動が
その後の行動に強く影響を及ぼした。したが
って、状況が変化しても以前に取った行動を
継続しようとする現状維持バイアスの現象
が生じていたと考えられる。つまり、個人に
とっての社会的現実の変化が生じなければ、
習慣のように潜在的な反応ではなく、一種の
ヒューリスティックとして行動が繰り返さ
れる可能性が示唆された。この研究成果は、
心理学研究(大友・広瀬, 2014)に掲載された。 

図 4 プライミングによる行動受容の影響の変化 
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